(再休職制度)

第○条　前条第○号(業務外の傷病)による休職中の労働者が復職した後、一年以内に同一または類似疾病で○○日以上欠勤するにいたったときは再休職とし、前休職期間を通算する。ただし、前休職期間の残期間が三ヶ月未満のときは再休職期間は三ヶ月とする。

